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1. 目的 

本校では入学生全員が工学の基礎を身に着けるために、全学科の専門導入基礎にあたる基礎実

験を体験的に学んでいる。必ずしも希望する分野ではない実験も学び、興味関心を広げることを

目的としている。近年、ゲーム機や携帯端末にのめりこむ学生が増加し、科学技術に興味はあるもの

の体験・経験が乏しい学生も少なくない。今後のイノベーションを支える人材を育成するためにも学

生に体験の機会を与え興味を引き出し、さらに学生が主体的に学ぶための教育手法の開発が必要とな

ってきている。本報告では、5 分野のうち電子工学分野における主体的な思考力を育む取り組みに

ついて述べる。 

 

2．電子工学分野の取り組み 

中学校を卒業したばかりの新入生に修得可能なテーマとして次の 5テーマを実施している。(1)直流

回路の性質、(2)光エレクトロニクス入門、(3)電磁力、(4)電波と通信のしくみ、(5)増幅のしくみ 

これらの中で「電磁力」のテーマについては単極モータの現象を観察し、グループで現象を理解する

ための話し合いをし，話合いをフィードバックさせて自分たちで製作し、さらに回転数を高める工夫

などをグループの話し合いから見出す実験授業に取り組んでいる。最終回に 5 テーマについてのアン

ケート評価を実施し、興味のもてたテーマ、難しかったテーマを調査した。 

 

3．結果 

 単極モータの回転の様子を映像で見せ、電極位置や工

夫点などを知らせずにどうしたら回転するのかをグル

ープで話し合わせた。実際に試行錯誤しながら製作に取

り組み、失敗する経験を積んだうえ、回転させることが

できたグループの工夫点を発表しあい、全グループが自

分たちなりに工夫点を見つけていくというスタイルとし

た。話合いにより、それぞれに工夫点を見つけていく様子は慣れないため非常に難しく思われた

が、授業終了後は満足感が高い学生もいた。学生のアンケート調査から、電磁力のテーマは興味

が持てた学生が 23％と他のテーマと比較しても劣らない一方、難しいと感じた学生は 35％と高か

った。初年度であり今後工夫が必要であるが頭を悩ます学生の様子に授業の効果の高さが伺えた。 
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